
　　飛騨高山観光特集

春の飛騨高山で心身リフレッシュ
風
情
あ
る
東
山
遊
歩
道

心揺さぶる美の競演 祭
り
と
桜
、飛
騨
高
山
は
春
爛
漫


万
人
の
人
出
を
見
込
む

飛
騨
山
脈
の
自
然
に
抱
か
れ
た
奥
飛
騨
温
泉
郷

酒
蔵
め
ぐ
る
の
ん
兵
衛
ま
つ
り

自
然
豊
か
な「
五
色
ヶ
原
」

飛
騨
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

新穂高ロープウェイ
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散
策
に
最
適

も
う
一
つ
の
名
所

日本一、超える露天風呂

個性豊かな五つの温泉地宿
泊
客
に
好
評

「
湯
巡
り
手
形
」

６
酒
蔵
が
参
加

ほ
ろ
酔
い
気
分
に

３
体
験
コ
ー
ス

ツ
ア
ー
も
設
定

「
頂
の
森
」は
昨
年


月
に
全
面
開
業

６
月
８
日
開
催

Ｕ

割
枠
設
定
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静
か
で
し
っ
と
り
と
し
た
雰
囲
気

西光寺の枝垂れザクラ ユネスコ無形文化遺産「高山祭の屋台行事」。絢爛豪華だ

宿
泊
客
に
好
評
な
湯
巡
り
手
形

渓
流
の
側
に
あ
る
新
穂
高
の
湯

酒
蔵
自
慢
の
お
酒
で
ほ
ろ
酔
い
気
分

に

森
林
浴
で
健
康
に

２階建てゴンドラから見る光景は壮観

　
う
ま
い
地
酒
が
そ
ろ
い
踏
み
―
古
い

町
並
が
残
る
「
さ
ん
ま
ち
エ
リ
ア
」
の

酒
蔵
を
巡
り
な
が
ら
、
日
本
酒
の
試
飲

と
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
第
６
回
「
飛
騨

高
山
・
酒
蔵
の
ん
兵
衛
ま
つ
り
」
が
６

月
５
日
か
ら

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

主
催
は
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
。

　
の
ん
兵
衛
ま
つ
り
は
、
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
も
つ
平
瀬
、二
木
、平
田
、

老
田
、
舩
坂
、
原
田
の
六
つ
の
酒
蔵
を

巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
酒
を
味
わ
っ

て
も
ら
う
。
こ
れ
ら
酒
蔵
や
中
橋
観
光

案
内
所
、
高
山
濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で

「
飛
騨
高
山
御
酒
飲
帳
セ
ッ
ト
」
（
３

千
円
）
を
購
入
す
る
と
、
各
酒
蔵
で
２

種
類
の
日
本
酒
が
試
飲
で
き
る
。
セ
ッ

ト
に
は
特
製
エ
コ
バ
ッ
グ
と
缶
バ
ッ
ジ

が
付
い
て
い
る
。

　
六
つ
の
酒
蔵
で
試
飲
し
、
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
達
成
記
念
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
も
ら
え
る
。
ま
た
、
酒
蔵
で
買
い
物

を
す
る
と
、
千
円
ご
と
に
押
印
さ
れ
、

集
め
た
数
で
ペ
ア
宿
泊
優
待
券
（
３
万

円
相
当
）
や
飛
騨
牛
（
１
万
５
千
円
相

当
）
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
に

参
加
で
き
る
。

　
飛
騨
高
山
の
春
を
彩
る
の
が
各
地
に

あ
る
美
し
い
桜
。
県
指
定
天
然
記
念
物

の
荘
川
桜
（
荘
川
町
）
、
国
指
定
天
然

記
念
物
の
臥
龍
桜
（
一
之
宮
町
）
な
ど

見
応
え
の
あ
る
桜
が
至
る
と
こ
ろ
に
。

　
幹
の
形
が
龍
の
臥
し
た
姿
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
が
臥
龍

桜
。
樹
齢
約
１
１
０
０
年
、
枝
張
り


㍍
、
高
さ

㍍
に
及
ぶ
日
本
を
代
表
す

る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
大
樹
。
４
月

中
旬
か
ら
臥
龍
公
園
で
「
桜
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
る
。

　
県
指
定
天
然
記
念
物
の
西
光
寺
の
枝

垂
れ
ザ
ク
ラ
は
、
樹
齢
８
０
０
年
以
上

と
推
定
さ
れ
る
県
下
で
も
珍
し
い
枝
垂

れ
桜
の
巨
木
。
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
変
種

と
い
わ
れ
、
毎
年
地
表
に
覆
い
被
さ
る

よ
う
に
花
を
咲
か
せ
る
。
見
ご
ろ
は
４

月
下
旬
。

　
御
母
衣
（
み
ぼ
ろ
）
湖
畔
に
あ
る
荘

川
桜
は
ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で
、
樹

齢
約
５
０
０
年
と
い
わ
れ
る
。
今
は
ダ

ム
の
湖
底
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
光
輪
寺

と
照
蓮
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
巨
桜
で
、

水
没
さ
せ
る
の
は
し
の
び
な
い
と
し

て
、
現
在
の
場
所
に
移
植
さ
れ
た
。
見

ご
ろ
は
例
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

で
、
満
開
後
３
日
間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
る
予
定
だ
。

　
観
光
名
所
・
古
い
町
並
か
ら
徒
歩
約


分
、
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
を
漂
わ
せ
る
の
が
東
山
エ
リ
ア
。
散

策
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
だ
。

　
多
く
の
寺
院
や
神
社
が
あ
り
、
風
情

あ
る
建
物
や
庭
園
を
ゆ
っ
く
り
巡
れ
る

「
東
山
遊
歩
道
」
（
全
長
５
・
５
㌔
）

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
高
山
の
礎
を
築
い
た
戦
国
武
将
の
金

森
長
近
公
ゆ
か
り
の
禅
宗
寺
院
な
ど
が

建
て
ら
れ
、
東
山
寺
院
群
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
遊
歩
道
は
そ
れ
ら
貴
重
な
文

化
財
を
巡
る
ル
ー
ト
で
も
あ
る
。

　
昨
年
は
長
近
公
生
誕
５
０
０
年
に
あ

た
り
、
一
般
財
団
法
人
金
森
公
顕
彰
会

は
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施
。
講

演
会
や
高
山
城
復
元
の
啓
発
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　
遊
歩
道
に
は
本
堂
が
県
指
定
重
要
文

化
財
と
さ
れ
て
い
る
法
華
寺
、
鐘
楼
門

が
市
指
定
文
化
財
の
雲
龍
寺
、
座
禅
体

験
が
で
き
る
善
応
寺
な
ど
見
ど
こ
ろ
も

多
い
。

　
近
く
に
あ
る
江
名
子
川
遊
歩
道
も
ぜ

ひ
訪
れ
て
み
た
い
。
小
さ
な
橋
が
い
く

つ
も
架
か
り
、
趣
の
あ
る
風
景
が
楽
し

め
る
。

　
長
近
公
を
し
の
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
散

策
す
る
の
も
い
い
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
で
売
ら
れ
て
い
る
湯

巡
り
手
形
「
奥
飛
騨
湯
け
む
り
達
人
」

が
宿
泊
客
に
好
評
だ
。
豊
富
な
湧
出
量

を
誇
る
奥
飛
騨
の
温
泉
を
心
ゆ
く
ま
で

楽
し
め
る
手
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
手
形
は
１
枚
１
２
０
０
円
。
手
形
に

付
い
て
い
る
３
枚
の
入
浴
シ
ー
ル
を
利

用
し
て
、
温
泉
郷
の

の
加
盟
施
設
か

ら
お
気
に
入
り
の
温
泉
を
選
ん
で
入
浴

で
き
る
（
施
設
に
よ
り
枚
数
が
異
な

る
）
。

　
シ
ー
ル
を
は
が
す
と
下
地
に
温
泉
郷

の
マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
三
つ

そ
ろ
う
と
記
念
品
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス

も
。
加
盟
施
設
や
案
内
所
で
購
入
で
き

る
。

　
温
泉
郷
や
手
形
な
ど
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協
会
、

☎
０
５
７
８
（
８
９
）
２
６
１
４
。
　

　
雄
大
な
乗
鞍
岳
の
裾
野
に
広
が
る
の

が
「
乗
鞍
山
麓
五
色
ケ
原
の
森
」
。
中

部
山
岳
国
立
公
園
の
南
端
に
あ
る
約
３

千
㌶
の
広
大
な
森
林
地
帯
だ
。
ブ
ナ
や

ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
林
、
シ
ラ
ビ

ソ
な
ど
の
針
葉
樹
林
が
主
体
と
な
り
、

可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る
希
少
な
山
野
草

も
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
乗
鞍
岳
を
源
と
す
る
多
く
の

渓
流
と
滝
、湿
原
も
あ
り
、四
季
折
々
、

自
然
の
多
彩
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
「
カ
モ
シ
カ
」
「
シ
ラ
ビ
ソ
」
「
ゴ

ス
ワ
ラ
」
の
三
つ
の
体
感
コ
ー
ス
が
お

勧
め
。
シ
ラ
ビ
ソ
コ
ー
ス
は
布
引
滝
や

わ
さ
び
平
湿
原
、
雄
池
な
ど
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
、
距
離
７
・
３
㌔
、
約
９

時
間
の
コ
ー
ス
だ
。
ツ
ア
ー
（
５
月


日
～

月

日
）
も
あ
る
。
予
約
・
問

い
合
わ
せ
は
五
色
ケ
原
の
森
案
内
セ
ン

タ
ー
、
☎
０
５
７
７
（
７
９
）
２
２
８

０
。

日
本
屈
指
の
難
コ
ー
ス

　
標
高
差
約
５
０
０
㍍
、
「
日
本
屈
指

の
難
コ
ー
ス
」
と
い
わ
れ
、
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
完
走
経
験
者
だ
け
が
参
加
で
き
る

「
飛
騨
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
が

６
月
８
日
に
開
催
さ
れ
る
。

回
目
。

昨
年
は
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
３
０
９

３
人
が
１
０
０
㌔
と

㌔
の
２
部
門
に

分
か
れ
て
出
走
し
、
２
３
７
２
人
が
完

走
し
た
。
海
外
か
ら
も
エ
ン
ト
リ
ー
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　
コ
ー
ス
は
飛
騨
高
山
ビ
ッ
グ
ア
リ
ー

ナ
を
発
着
点
と
す
る
１
０
０
㌔
と

㌔

だ
が
、今
年
か
ら
新
た
に「
Ｕ

割
枠
」

（
６
月
８
日
時
点
で
年
齢
が

歳
以

下
）
が
設
け
ら
れ
た
。
計
３
５
０
０
人

の
参
加
を
見
込
ん
で
い
る
。
観
光
名
所

「
古
い
町
並
」を
通
り
抜
け
、
北
ア
ル
プ

ス
を
望
む
里
山
地
域
へ
。
沿
道
に
設
け

ら
れ
た「
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
。
制
限
時
間
は
１
０
０
㌔

時

間
、
㌔

時
間
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
参
加
資
格
は
大
会
当
日

歳
以
上

で
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
経
験
の
あ
る

健
康
な
男
女
。
参
加
費
は
１
０
０
㌔
の

部
が
２
万
２
千
円
、

㌔
の
部
が
１
万

８
５
０
０
円
。
Ｕ

は
そ
れ
ぞ
れ
１
万

７
６
０
０
円
、
１
万
４
８
０
０
円
。

　
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
て
な
し

と
飛
騨
牛
な
ど
地
元
特
産
品
を
堪
能
で

き
る
エ
イ
ド
も
楽
し
み
の
一
つ
。

　
問
い
合
わ
せ
は
大
会
事
務
局
、
☎
０

１
２
０
・
８
４
６
・
０
２
４
。

　
雄
大
な
自
然
を
バ
ッ
ク
に
、
野
趣
あ

ふ
れ
る
露
天
風
呂
で
心
も
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
る
の
が
飛
騨
山
脈
（
北
ア

ル
プ
ス
）
の
麓
に
広
が
る
奥
飛
騨
温
泉

郷
だ
。平
湯
、福
地
、新
平
湯
、栃
尾
、

新
穂
高
の
五
つ
の
個
性
豊
か
な
温
泉
地

が
あ
る
。

　
高
山
市
内
か
ら
は
バ
ス
で
１
時
間
ほ

ど
の
距
離
。
湯
量
豊
富
で
、
露
天
風
呂

は
大
小
合
わ
せ
て
１
０
０
カ
所
以
上
あ

り
、
そ
の
数
日
本
一
と
い
わ
れ
る
。
新

穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
上
高
地
、
乗
鞍

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
な
ど
日
本
屈
指
の
山
岳

景
勝
地
も
近
く
、
雄
大
な
自
然
を
満
喫

で
き
る
。

　
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
一
番
古

く
か
ら
あ
る
温
泉
地
。
関
東
方
面
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
上
高
地
や
乗
鞍

岳
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
発
着
す
る
平

湯
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
。
自
家
源

泉
を
持
つ
宿
が
多
く
、
入
浴
施
設
や
足

湯
も
充
実
。

　
福
地
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
も
山
の

静
寂
に
包
ま
れ
た
秘
湯
的
な
温
泉
地
。

温
泉
街
に
は
朝
市
が
あ
り
、
地
元
の
特

産
品
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
。
飛
騨
地

域
や
新
潟
の
古
民
家
を
移
築
、
改
装
し

た
宿
も
多
い
。

　
新
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
小
規
模
か
ら
大
規
模
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
が
あ

る
。
飲
食
店
も
多
い
。
名
水
「
た
る
ま

水
」
も
あ
り
、
名
水
の
里
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。

　
栃
尾
温
泉
は
清
流
蒲
田
川
と
平
湯
川

の
合
流
地
点
に
広
が
る
温
泉
地
。
蒲
田

川
は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
な
ど
渓
流
魚
の

宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
、
釣
り
人
に
も

人
気
。

　
新
穂
高
温
泉
は
北
ア
ル
プ
ス
の
登
山

口
に
あ
る
温
泉
地
。
エ
リ
ア
内
に
は
奥

飛
騨
最
大
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
新
穂
高

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
り
、
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
昨
年
７
月
に
は
中
部
山
岳
国
立
公
園

奥
飛
騨
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
棟
と
自
然
体
験
棟
の
２
棟
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
総
合
案
内
で
は
乗
鞍
や

新
穂
高
な
ど
各
地
の
天
気
、
交
通
、
観

光
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
ほ
か
、
旅
の

相
談
に
対
応
す
る
な
ど
、
旅
の
拠
点
と

し
て
も
利
用
で
き
る
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
に
あ
る
新
穂
高
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
は
、
標
高
２
１
５
６
㍍
の
西

穂
高
口
駅
展
望
台
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
の

山
々
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
だ
。

　
眺
望
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
内
唯

一
の
２
階
建
て
ゴ
ン
ド
ラ
も
体
験
し
た

い
。
施
設
も
次
々
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。

　
山
頂
エ
リ
ア
に
あ
る
「
頂
（
い
た
だ

き
）
の
森
」
は
西
穂
高
口
駅
の
前
に
広

が
っ
て
い
た
「
千
石
園
地
」
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
昨
年

月
に
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
し
た
新
た
な
見
ど
こ
ろ
だ
。

　
展
望
デ
ッ
キ
は
「
槍
の
回
廊
」
と
名

付
け
ら
れ
て
い
る
。
槍
・
穂
高
連
峰
が

間
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
ブ
ー
メ
ラ

ン
の
よ
う
に
空
中
に
張
り
出
し
て
お

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
リ
ル
が
味
わ
え

る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
、☎
０
５
７
８（
８
９
）２
２
５
２
。

　
飛
騨
路
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
春

の
高
山
祭
」
（
山
王
祭
）
が
４
月

、


日
、
高
山
市
内
で
開
催
さ
れ
る
。
高

山
祭
の
屋
台
行
事
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
絢

爛
豪
華
（
け
ん
ら
ん
ご
う
か
）
さ
か
ら

日
本
三
大
美
祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
る
。

　
高
山
祭
は
「
春
の
山
王
祭
」
と
「
秋

の
八
幡
祭
」（
同

月
９
、
日
開
催
）

の
総
称
。
「
山
王
祭
」
は
城
下
町
の
南

半
分
の
氏
神
様
で
あ
る
日
枝
神
社
（
山

王
様
）
の
例
大
祭
で
、
上
一
之
町
・
上

二
之
町
・
上
三
之
町
な
ど
が
舞
台
に
な

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
２
０
２
０
年
は

中
止
、
年
は
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
。


年
は
例
年
通
り
を
予
定
し
て
い
た

が
、
雨
の
た
め
屋
台
の
曳
（
ひ
）
き
揃

（
そ
ろ
）
え
や
御
巡
幸
、
夜
祭
り
は
中

止
に
な
っ
た
。

年
も

日
の
屋
台
行

事
が
雨
の
た
め
変
更
に
な
っ
た
が
、
２

日
間
の
人
出
は

万
８
千
人
と
な
り
、

コ
ロ
ナ
禍
前
（

年
）
の

万
２
千
人

の
９
割
ま
で
回
復
し
た
。
昨
年
の
人
出

は

万
８
千
人
ほ
ど
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
水
準
に
回
復
し
た
。
今
年
も

万
人

の
人
出
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
今
年
は「
恵
比
須
台
」の
修
理
も
終
わ

り
、

台
の
絢
爛
豪
華
な
屋
台
が
蔵
か

ら
出
さ
れ
、桜
が
見
頃
を
迎
え
る
中
、古

い
町
並
や
中
橋
を
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
に
曳
き
揃
え
ら
れ
る
。
屋
台
曳
き

揃
え
や
か
ら
く
り
奉
納
、
夜
祭
り
、
御

巡
幸
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
だ
。


